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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を有する本体と当該開口部の蓋を備えるケーシングを取り、
　当該本体内に少なくとも一つの電子部品を配置し、
　当該電子部品を外部装置に電気的に接続するためのケーブルの第１の端部を当該本体内
に配置し、
　当該蓋を当該本体に固定するように、且つ当該ケーブルが当該蓋によって当該ケーシン
グに固定されるように当該本体及び当該蓋の少なくとも一つを変形させる、
ことを含み、
ここで変形させることは、当該本体と当該蓋の少なくとも一つを圧着することを含み、
組み立てられるとき、当該蓋は当該本体に対して当該ケーブルを押圧することを特徴とす
る、スケールを読み取るためのエンコーダ読取ヘッドを含む位置計測装置の組立方法。
【請求項２】
　当該蓋を当該本体に固定するために当該蓋の周りの離散点で当該本体を変形させること
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　当該本体は、少なくとも一つのフランジを備え、当該方法は、当該蓋を当該本体に固定
するために、前記少なくとも一つのフランジを変形させることを含むことを特徴とする請
求項１又は２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　当該本体は当該蓋を内部に受容できる周囲フランジを備え、方法は、当該蓋を当該本体
に固定するために前記周囲フランジの少なくとも一部分を変形させることを含むことを特
徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　当該蓋と本体の少なくとも一方は、ケーブルが通過するチャンネルを画定し、且つ、当
該チャンネルの断面形状は、当該蓋が本体に固定されているとき、ケーブルのシースを噛
み込むように構成された特徴部を備えていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
に記載の方法。
【請求項６】
　当該本体と蓋体の少なくとも一方の変形中に、当該蓋の位置を維持するように、当該蓋
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に力を適用することを含むことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　当該ケーブルはシールディングを含み、そして、組み立てられるとき、当該シールディ
ングは当該ケーシングに電気的に接続されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか
に記載の方法。
【請求項８】
　当該シールディングは、前記電気的接続を提供するために、当該ケーブルのシースと当
該本体及び／又は蓋との間に圧搾されていることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも一つの電子部品を包含するケーシングであって、本体と当該本体に固定され
た蓋を含むケーシングと、
　当該ケーシング内の少なくとも一つの電子部品に第１の端部において接続され、当該ケ
ーシングの外側に位置される第２の端部を有するケーブルとを備え、
　ここで、当該本体及び／又は当該蓋におけるクリンプ形状の少なくとも一つの変形が当
該蓋を当該本体に固定し、そして当該ケーブルが当該蓋によって当該ケーシングに固定さ
れ、
組み立てられるとき、当該蓋は当該本体に対して当該ケーブルを押圧することを特徴とす
るスケールを読み取るための位置計測エンコーダ読取ヘッド。
【請求項１０】
　当該位置計測エンコーダ読取ヘッドは、スケールを読み取るように構成されたエンコー
ダ読取ヘッドを備えていることを特徴とする請求項９に記載の位置計測エンコーダ読取ヘ
ッド。
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